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記憶を風化させないために

社がひっくり返っていた」。神村さんは折
しも身ごもっておられ、ちょうど産み月で
したが、その中、をびや許しを頂いて無事
に出産しておられます。「無数の人が亡く
なっていく中で、新しい一つの生命が誕生
しました。『教祖、ありがとうございました』
私はただただ、お礼申し上げるばかりでし
た」と語っています。
また大火傷を負った当時 14 歳の沖正夫

さんは「祖母が毎日のようにおさづけを取
り次いでくれました。その時の真剣な祖母
の態度には驚きました。こう神様にお願い
して言うのです。『この子は将来教会長に
なる子です。世界だすけといわれる中で、
世界に行ってどういう人とかかわり合わな
ければならんかわかりません。どうかすっ
きり治してもらいたい』みんなが今日の日
をどう生きようかという状況の中で、よく
も世界だすけということを考えられたと、
その信念には今もって驚きます」と語りま
す。また氏の御尊父は「田舎に引っ込んで
何をしとるんだ。こういう時にこそ広島に
出て困っている人を助けるのがつとめじゃ
ないか」と信者さんから励まされ、疎開先
から広島に戻り、遂に教会を復興されるの
です。また森本イツヨさんは「人心は復興
のため自分のことに精一杯のころ。布教に
行って笑われもしました。しかし、足腰の
重みを残しながらも、そうすることが私に
課せられた神様のつとめと信じ、歩き続け
たものです」と語り、「8月 6 日のことは
いくら話しても、その場にいたものでない
とわかってもらえないだろうと思います。
それは実際にあったことです。同時に、も
う二度と人々の上にあってはならないこと
なのです」と結んでいます。戦後 71 年を
数えますが、こうして被爆の中をもお通り
下された先人の信仰を私たちは風化させる
ことなく後生に語り伝え、今、この道を通
らなければと強く思うのです。

５月 27 日、オバマ大統領が米国の現職
大統領として初めて被爆地広島を訪れ、平
和記念公園の原爆慰霊碑に献花し、追悼の
演説を行いました。核兵器のない世界実現
に向けて「いかに困難なものであろうとも
絶え間なく努力を積み重ねていくことが私
たちの責任だ」と述べ、歴史的な一日となっ
たのです。大統領は訪問の思いについて
「我々はこの都市の中心に立ち、爆弾が落
ちた瞬間を自ら想起し、目の前の光景に困
惑する子どもの恐怖を自ら感じる。いつか
証言する被爆者たちの声は聞けなくなる。
それでも 1945 年 8月 6日の朝の記憶を風
化させてはならない」と語りました。私も
強く共感を致しました。
私自身も平和記念公園を訪ねる度に、

黙祷を捧げ想起する者の一人です。今、『人
類の明日のために』（広島教務支庁編・道
友社発行 ･昭和 55 年）を読み返していま
すが、これは広島教区管内の被爆された
信者の方から聞き取りをされたものです。
岸本敏明広島教区長（当時）は序文で「な
お生々しい被爆体験と、脈打つお道の信仰
の真実さに触れた時、これをこのまま消滅
させてはならない、何とかして書き残さな
ければならないという使命感のようなも
のを、ひしひしと覚えた」と記しています。
こうした労作が本教にはあるのです。
一部ですが紹介をします。大前正巳さん

は「遙か東の方の広島市上空に見たのは、
真っ赤な大きな火の玉でした。瞬間的に私
は、太陽が炸裂した、と感じました。─こ
れは大変なことになった。もうこれで十柱
の神様の御守護は滅亡した。もうこれで暗
闇の世界になってしまうんだ─正直、そう
思いました」と語ります。神村キヨノさん
は「私はあの瞬間、爆風で四、五メートル
も神床の方へ飛ばされ、ちょうど中央の拍
子木の円座の上に両足を伸ばして座る格好
になり、背中側に八足があってその上にお
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